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２７１
題字は、山下光一前名誉会長

７月１４、１５の両日、国営昭和記念公園で開いた「多摩の物産＆輸入

品EXPO‘０６」、「東京島しょの物産展」は、多摩信用金庫と連携した

のが今開催の最大の特色となりました。この結果、出展ブースも

２０３とこれまでにない大きな規模での開催となりました。一方、７

月６、７の両日、都内で開いた「平成１８年度関東ブロック商工会女

性部交流研修会」には新潟県から２０３人もの参加があり、佐野佳世

研修実行委員会委員長は「たくさんのトキに飛んできていただい

た」と挨拶。会場を温かい心で包みました。 （３面参照）

◆　平成１８年度第１回役員研修会を開催

◆　関東ブロック女性部交流研修会を開く

◆ 「多摩・島しょの物産展」を開催

◆ 最優秀賞に金井氏　１８年度青年経営者の主

　　張大会

◆ 人事交流

◆ ９商工会会長紹介

◆ 多摩・島しょ地域のイベント

物産展の開幕式（円内は島しょコーナー。吹き出す汗を拭い拭い奮闘）物産展の開幕式（円内は島しょコーナー。吹き出す汗を拭い拭い奮闘）

熱熱くくままちちづづくくりりがが語語らられれたたパパネネルルデディィススカカッッシショョンン
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テ
ー
マ
は
桂
会
長
が
「
中
央
情
勢
と
今

後
の
商
工
会
の
方
向
」、
山
巻
課
長
は

「
シ
ナ
ジ
ー
・
ス
キ
ー
ム
事
業
と
今
後
の

商
工
施
策
の
方
向
性
」、
安
田
課
長
が

「
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
」
で
す
。

　

桂
会
長
は
全
国
商
工
会
連
合
会
の
組
織

強
化
の
た
め
の
取
り
組
み
、
中
央
政
界
の

中
小
企
業
経
済
団
体
に
対
す
る
最
近
の
認

識
、
地
域
再
編
と
商
工
会
・
会
議
所
の
方

向
、
多
摩
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
商
工
会
の
将
来
に
向
け
て
の

強
化
策
―
な
ど
を
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
に
影
響
や
見
通
し
を
述
べ
る
と
と
も
に

対
応
策
を
示
し
て
実
行
し
て
い
く
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　

地
域
再
編
と
商
工
会
・
会
議

所
の
方
向
に
関
連
し
て
地
域
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え
る
か

で
は「
注
意
を
し
て
動
き
を
観

察
し
て
い
か
な
い
と
我
々
自
身

が
遅
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
」と
常
に

�
ア
ン
テ
ナ
�を
高
く
し
て
お
く

よ
う
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、強
化
策
で
は「
地
域
で

税
金
を
た
く
さ
ん
払
っ
て
い
る

人
達
を
ど
う
や
っ
て
商
工
会
に

つ
な
い
で
い
く
か
だ
」と
し
、中

堅
企
業
や
大
企
業
も
会
員
に
す

る
よ
う
求
め
る
一
方
、「
勇
気
を

持
っ
て
収
益
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」と
し
ま
し
た
。

　

補
助
金
に
差
を
付
け
て
商
工
会
間
に
競

争
原
理
を
働
か
せ
る
都
の
シ
ナ
ジ
ー
・
ス

キ
ー
ム
事
業
に
つ
い
て
導
入
の
背
景
、目

的
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
山
巻
課
長
は
、

導
入
理
由
を「
地
域
社
会
の
中
で
経
済
団

体
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い

る
か
を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
」と
す
る

と
と
も
に「
具
体
的
な
政
策
提
言
が
で
き

る
よ
う
な
団
体
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
訴

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
十
七
年
度
か
ら
本
格
実
施
し

て
い
る
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
述
べ
た

安
田
課
長
は
そ
の
実
施
背
景
を
、職
員
一
人

ひ
と
り
の
資
質
の
向
上
を
図
り

な
が
ら
能
力
を
最
大
限
に
生
か

し
、組
織
全
体
の
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
だ
、と
し
、そ
の

仕
組
み
や
運
用
に
当
た
っ
て
の

留
意
点
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
は
役
員
研
修
会

に
先
立
ち
会
長
会
も
開
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
五
月
の
総
代
会
の

役
員
改
選
で
九
名
の
方
が
新
し

い
会
長
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
各

会
長
が
顔
合
わ
せ
を
す
る
と
と

も
に
、
各
会
長
か
ら
意
見
を
聞

い
て
新
役
員
体
制
の
ス
タ
ー
ト

を
切
ろ
う
と
開
催
し
た
も
の
で

す
。

「
今
後
の
商
工
会
の
方
向
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に 

　
　

平
成
18
年
度
第
１
回
役
員
研
修
会
を
開
催 

「
今
後
の
商
工
会
の
方
向
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に 

　
　

平
成
18
年
度
第
１
回
役
員
研
修
会
を
開
催 

桂会長ら３人が講演 

「勇気を持って収益事業を」

と桂会長が呼び掛け 

山巻都地域産業振興課長は　山巻都地域産業振興課長は 

「シナジー・スキーム事業と今後の商工施策の方向性」「シナジー・スキーム事業と今後の商工施策の方向性」 

山巻都地域産業振興課長は 

「シナジー・スキーム事業と今後の商工施策の方向性」

安田総務課長は「人事評価制度について」安田総務課長は「人事評価制度について」 安田総務課長は「人事評価制度について」 

　

当
連
合
会
は
七
月
十
一
日
、
立
川
市
内

の
東
京
都
多
摩
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
平
成
十
八
年
度
の
第
一
回
役
員
研
修
会

を
開
き
ま
し
た
。
商
工
会
の
会
長
、
副
会

長
、
事
務
局
長
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

回
は
三
位
一
体
改
革
、
地
方
の
再
編
な
ど

環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
将
来
を
見
据

え
て
商
工
会
は
ど
こ
に
進
路
を
取
る
べ
き

か
、
改
革
に
向
け
た
東
京
都
や
当
連
合
会

の
新
し
い
施
策
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
、

効
果
を
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
期
待
し
て

い
る
か
な
ど
を
テ
ー
マ
に
桂
�
夫
・
当
連

合
会
会
長
、
山
巻
毅
東
京
都
産
業
労
働
局

商
工
部
地
域
産
業
振
興
課
長
、
安
田
弘
・

当
連
合
会
総
務
課
長
の
三
人
が
講
演
、
理

解
を
求
め
ま
し
た
。

円内は講演する桂会長
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東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
が
幹
事

県
連
と
な
っ
て
開
催
準
備
を
進
め
て
き
た

「
平
成
十
八
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

女
性
部
交
流
研
修
会
」は
一
都
十
県
か
ら

四
百
七
十
一
人
が
参
加
し
て
七
月
六
、七

の
両
日
、東
京
都
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

東
京
・
両
国
の
江
戸

東
京
博
物
館
を
会
場
に

し
た
初
日
の
六
日
は
賑

か
で
明
る
い
江
戸
芸

「
か
っ
ぽ
れ
」で
開
幕
。続

い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン「
地
域
経
済
の
活
性
化
と
観

光
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」、中
村
メ
イ

コ
さ
ん
の
講
演「
私
の
生
き
方
」を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。講
演
終
了
後
は
参
加
者
の

交
流
を
深
め
よ
う
と
会
場
を
宿
泊
先
の

ホ
テ
ル
に
移
し
て
二
時
間
に
亘
っ
て
情

報
交
換
会
を
賑
や
か
に
開
き
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
リ

ス
ト
は
茨
城
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、

新
潟
、
山
梨
の
六
つ
の
県
連
か
ら
の
代
表

が
務
め
、
パ
ネ
ル
で
は
地
域
活
性
化
や
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
、

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ

た
講
演
で
は
メ
イ
コ
さ
ん
が
子
育
て
や
、

夫
の
善
行
さ
ん
と
の
夫
婦
の
や
り
取
り
を

歯
切
れ
よ
く
一
時
間
半
に
亘
っ
て
一
気
に

話
を
し
、
会
場
は
大
き
な
笑
い
声
を
上
げ
、

何
度
も
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　

歓
迎
挨
拶
を
し
た
桂
�
夫
・
当
連
合
会

会
長
は
会
員
減
少
へ
の
危
機
感
と
そ
の
背

景
や
対
策
を
述
べ
、
そ
の
上
で
「
何
か

一
つ
心
の
中
に
お
土
産
を
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
難
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
ま
た
、
佐
野
佳
世
研
修
実
行
委

員
会
委
員
長
は
「
溢
れ
る
ば
か
り
の
人

を
迎
え
て
皆
様
か
ら
思
い
や
り
の
心
を

い
た
だ
い
た
。
こ
の
思

い
や
り
と
い
う
の
は
大

切
な
絆
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
中
井
敬
三

東
京
都
産
業
労
働
局
商

工
部
部
長（
当
時
）、及
川
ユ
キ
子
全
国

商
工
会
女
性
部
連
合
会
会
長
ら
も
見
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
七
日
は
浅
草
商
店
街
を
視

察
し
た
後
、
隅
田
川
船
下
り
を
視
察
研

修
、
最
後
に
汐
留
の
シ
オ
サ
イ
ト
を
見

学
し
ま
し
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
交
流
研
修
会
を
開
く 

　
　
観
光
ま
ち
づ
く
り
で 

　
　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 　

当
連
合
会
と
多
摩
信
用
金
庫
は
七
月
十

四
、
十
五
の
両
日
、
立
川
市
内
の
国
営
昭

和
記
念
公
園
み
ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン
花
み

ど
り
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
多
摩
の
物
産
＆

輸
入
品
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
’　

」
と
「
東
京
島

０６

し
ょ
の
物
産
展
」（
広
域
連
携
物
産
展
事

業
）
を
盛
大
に
開
き
ま
し
た
。
多
摩
の
物

産
や
多
摩
の
事
業
者
が
扱
う
輸
入
品
を
、

そ
し
て
東
京
島
し
ょ
の
物
産
を
知
っ
て
も

ら
い
、
取
り
引
き
を
活
発
化
さ
せ
る
ト
リ

ガ
ー
（
引
き
金
）
に
し
よ
う
と
の
狙
い
で

「多摩の物産＆輸入品 
EXPO’06」と 

「東京島しょの物産展」「東京島しょの物産展」 
を盛大に開催 

多摩と島しょの魅力を発信 

「多摩の物産＆輸入品 
EXPO’06」と 

「東京島しょの物産展」
を盛大に開催 

多摩と島しょの魅力を発信 

す
。

　

初
日
は
二
千
五
百
人
、
午
後
一
時
過
ぎ

か
ら
雷
雨
で
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
た
二

日
目
は
そ
れ
ま
で
に
二
千
人
の
入
場
が
あ

り
、
ブ
ー
ス
を
一
つ
ひ
と
つ
覗
い
て
い
く

姿
や
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
た
三

宅
村
の
獅
子
舞
、
小
笠
原
村
の
南
洋
踊
り
、

西
多
摩
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
古
典
芸
能

（
雅
楽
、
能
）
な
ど
の
出
し
物
を
ジ
ッ
ク

リ
と
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
展
数
は
屋
内
が
百
五
、
屋
外
が
九
十

八
の
合
計
二
百
三
ブ
ー
ス
に
上
り
ま
し
た
。

屋
外
に
設
置
し
た
「
多
摩
の
観
光
コ
ー

ナ
ー
」
に
は
多
摩
地
域
か
ら
六
商
工
会
が

ブ
ー
ス
を
構
え
、
観
光
や
物
産
を
Ｐ
Ｒ
。

ま
た
、
同
「
東
京
島
し
ょ
の
物
産
展
」
に

は
伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
の
六
商
工
会
と
東

京
諸
島
観
光
連
盟
、
む
ら
か
ら
ま
ち
か
ら

館
の
八
つ
が
出
展
。
ク
サ
ヤ
、
ト
コ
ロ
テ

ン
な
ど
自
慢
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
に

熱
を
入
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
神
石
實
小
平
、
栗
原
昭
一

瑞
穂
町
商
工
会
長
ら
も
出
席
。
挨
拶
に

立
っ
た
桂
�
夫
・
当
連
合
会
会
長
は
「
地

域
が
多
摩
の
発
展
に
向
け
て
一
生
懸
命
努

力
を
し
て
い
る
最
中
に
物
産
展
が
開
か
れ

る
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い
。
ま
た
、
新

し
い
島
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
多
く
の

人
に
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

難
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

参加者もステージに上って南洋踊り
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東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
六
月

二
十
五
日
、
昭
島
市
内
の
フ
ォ
レ
ス
ト
イ

ン
昭
和
館
で
平
成
十
八
年
度
の
「
青
年
経

営
者
の
主
張
大
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
同

大
会
は
各
青
年
部
の
代
表
が
「
青
年
部
活

動
に
参
加
し
て
」
か
、「
青
年
部
活
動
と

地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」
の
い
ず
れ
か

の
論
題
を
選
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
考

え
を
、
多
く
の
参
加
者
の
前
で
一
人
当
た

り
十
分
の
時
間
で
発
表
を
行
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
幟
を
立
て
た
り
、
横
断
幕
を
掲

げ
た
り
、
さ
ら
に
大
き
な
声
で
エ
ー
ル
を

送
っ
た
り
と
熱
気
の
漂
う
中
、
午
後
一
時

過
ぎ
か
ら
午
後
五
時
前
ま
で
二
十
人
の
代

表
が
次
々
と
演
台
に
立
ち
、
青
年
部
活
動

で
体
験
し
た
こ
と
、
そ
し
て
考
え
た
こ
と

な
ど
を
熱
く
発
表
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
波
多
野
章
裕
連

合
会
会
長
は
「
今
年
は
全
国
大
会
が
東
京

で
開
か
れ
る
の
で
昨
年
に
続
い
て
二
連
覇

を
し
た
い
」、
ま
た
、
来
賓
で
審
査
委
員

長
で
も
あ
る
桂
�
夫
・
当
連
合
会
会
長
は

「
多
摩
地
域
は
身
近
に
素
晴
ら
し
い
中
小

企
業
の
経
営
者
が
い
る
の
で
全
国
で
も
君

達
が
一
番
、
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
話
し
、

各
代
表
を
激
励
し
ま
し
た
。
内
容
、
発
表

態
度
な
ど
を
競
っ
た
同
大
会
の
審
査
結
果

は
次
の
通
り
で
す
。

▽
最
優
秀
賞
＝
金
井
一
三
（
武
蔵
村
山
市
、

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
＝
元
気
な
後
継
者
、
元
気

な
青
年
部
を
目
指
し
て
！
）

▽
優
秀
賞
＝
浅
沼
明
（
八
丈
町
、
み
ん
な

で
飛
ぼ
う　

＋
一
〇
〇
〇
〇
人
）

!!

▽
優
良
賞
＝
杉
山
直
司
（
小
金
井
市
、
今

ま
で
…
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
青
年
部
活
動

に
つ
い
て
）

▽
敢
闘
賞
＝
高
澤
大
介
（
羽
村
市
、
都
青

連
フ
ェ
ス
タ
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
と
日

本
の
少
子
化
問
題
）

▽
特
別
賞
＝
栗
山
雅
人
（
狛
江
市
、
ふ
る

さ
と
）

　

最
後
に
講
評
を
行
っ
た
桂
会
長
は「
熱
気

溢
れ
る
主
張
を
楽
し
く
聞
か
せ
て
も
ら
っ

た
。最
優
秀
の
金
井
君
は
自
信
に
満
ち
て
い

た
。発
表
能
力
が
抜
群
に
良
か
っ
た
」と
話

し
ま
し
た
。た
だ
、一
方
で
桂
会
長
は「
原
稿

を
読
ん
で
い
る
と
説
得
力
に
欠
け
る
」と
し
、

来
年
度
は
そ
れ
を
改
め
る
努
力
を
し
て
ほ

し
い
と
注
文
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
青
梅
線
、
五
日
市
線
、
八
高
線
沿

線
地
域
の
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
自
治

体
並
び
に
首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会
で
組

織
す
る
青
梅
線
沿
線
地
域
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
協
議
会
は
、
七
月
四
日
、
羽
村
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
協
議
会
設
立
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し
た
。
二
つ
の
基
調
講

演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

行
政
、
団
体
、
企
業
が
地
域
を
越
え
て
企

業
支
援
や
事
業
拡
大
の
た
め
に
ど
う
し
て

連
携
を
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
か
を
話

し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
に
は

企
業
経
営
者
、

団
体
、
自
治

体
の
関
係
者

ら
二
百
三
十

五
人
が
参
加
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
「
青
梅
線
沿
線
地
域
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

協
議
会
設
立
の
意
義
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
基
調
講
演
を
行
っ
た
同
協
議
会
副
会

長
の
並
木
心
羽
村
市
長
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
地
域
の
潜
在
能
力
を
引
き

出
す
こ
と
は
大
変
、
重
要
な
こ
と
」
と
し
、

協
議
会
設
立
の
経
過
、
目
的
、
意
義
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
産
業
振
興
と
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
計
画
〜
今
、
日
本
で
生
き
残
る
も

の
づ
く
り
と
は
〜
」
の
テ
ー
マ
で
基
調
講

演
し
た
橋
本
久
義
政
策
研
究
大
学
院
大
学

教
授
は
中
国
が
大
き
く
台
頭
す
る
中
で
世

界
中
の
複
雑
・
高
級
・
精
密
・
面
倒
な
需

要
が
わ
が
国
に
殺
到
し
て
い
る
実
態
を
紹

介
。
な
ぜ
わ
が
国
の
ハ
イ
テ
ク
中
小
企
業

が
強
い
か
を
示
し
ま
し
た
。

　
「
青
梅
線
沿
線
地
域
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

協
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

行
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

沿
線
地
域
の
ハ
イ
テ
ク
中
小
企
業
の
社
長

ら
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
な
り
、
製
品
開
発
や
取
り
引
き
の
成
功

事
例
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

シ
ン
ポ
に
は
協
議
会
に
加
盟
し
た
昭
島

市
、
福
生
市
、
羽
村
市
、
あ
き
る
野
、
瑞

穂
町
、
日
の
出
町
の
各
商
工
会
か
ら
会
長

（
昭
島
市
は
副
会
長
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
　
　
　
　
　 

金
井
一
三
氏
（
武
蔵
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

村
山
市
）

 
　
18
年
度
青
年
経
営
者
の
主
張
大
会 晴れやかな受賞者（中央が金井氏）

235
人
が
参
加

人
が
参
加 

　
青
梅
線
沿
線
ク
ラ
ス
タ
ー

　
青
梅
線
沿
線
ク
ラ
ス
タ
ー 

　
　
協
議
会
設
立
シ
ン
ポ

　
　
協
議
会
設
立
シ
ン
ポ 

235
人
が
参
加 

　
青
梅
線
沿
線
ク
ラ
ス
タ
ー 

　
　
協
議
会
設
立
シ
ン
ポ 
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東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
は
七
月
五
、

六
の
両
日
、東
京
・
浜
松
町
の
東
京
都
立
産

業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
で
都
内
中
小

企
業
の
製
品
・
技
術
を
一
堂
に
集
め
て
展

示
、
紹
介
を
す
る
中
小
企
業
総
合
支
援
展

「
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」

を
開
き
ま
し
た
。
同
展
は
今
年
、
公
社
が

設
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
記
念
と
し
て
「
匠
の
技　

活
か
す
人　

創
る
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
も
の

で
す
。

　

当
連
合
会
か
ら
桂
�
夫
会
長
、
坂
爪
正

二
専
務
理
事
が
開
幕
式
に
出
席
、
桂
会
長

が
公
社
の
柿
沼
伸
二
理
事
長
（
当
時
）
ら

と
と
も
に
鋏
み
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
公
社
で
は
設
立
四
十
周
年
に

当
た
り
新
愛
称
を
募
集
、
開
幕
式
で
「
ア

ス
プ
ラ
ザ
」
に
決
め
た
こ
と
も
発
表
し
ま

し
た
。
同
展
に
は
①
情
報
②
環
境
③
医

療
・
福
祉
④
機
械
・
金
属
―
の
四
分
野
に

百
四
社
が
出
品
を
し
ま
し
た
。

　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
は
十
月
二
十
四
日

か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
、
東
京
・

有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト　

西
ホ
ー

ル
・
会
議
棟
で
東
京
都
の
特
別
協
力
を
得

て
「
危
機
管
理
産
業
展
２
０
０
６
（
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ 
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
）」
を
開
催
し
ま

す
。

　

同
展
は
国
内
外
の
危
機
管
理
に
関
連
す

る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
幅
広
く
対
象

と
す
る
、
危
機
管
理
に
関
す
る
、
わ
が
国

唯
一
の
総
合
展
示
会
で
す
。
昨
年
が
第
一

回
で
、
二
百
四
十
三
社
、
五
百
六
十
小
間

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
二
回
目
と
な
る
今

回
は
三
百
五
十
社
、
八
百
小
間
の
展
示
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

出
展
内
容
は
①
防
犯
②
防
災
③
リ
ス
ク

管
理
―
の
各
分
野
で
す
。
①
の
防
犯
で
は

遠
隔
監
視
・
制
御
シ
ス
テ
ム
、
監
視
カ
メ

ラ
、
入
退
室
管
理
、
ホ
ー
ム
＆
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
警
備
会
社
、
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
、
②
の
防
災
で
は
火
災

予
防
対
策
、
消
火
、
救
急
、
救
助
、
災
害

対
策
、
非
常
食
・
防
災
セ
ッ
ト
を
取
り
上

げ
ま
す
。

　

③
の
リ
ス
ク
管
理
で
は
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、
テ
ロ
・
組
織
犯
罪
対
策
、
金
融
商

品
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
等
を
対
象
に
展
示
・
Ｐ
Ｒ
を
し

ま
す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
産
業
活
性
化
協
会
、
西
武

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ　

は
十
一
月

２１

一
日
、
東
京
・
西
新
宿
の
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル

で
「
第
７
回
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
を
開
き
ま
す
。
多
摩
地
域
を

中
心
に
神
奈
川
県
央
地
域
、
埼
玉
県
西
部

地
区
の
中
小
企
業
や
研
究
機
関
、
大
学
な

ど
が
自
慢
の
製
品
や
、
サ
ー
ビ
ス
を
展
示
、

Ｐ
Ｒ
を
し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
広
域
連

携
を
目
的
に
新
潟
県
三
条
・
燕
地
域
の
企

業
が
特
別
出
展
を
し
ま
す
。

　

出
展
を
す
る
中
小
企
業
は
お
お
よ
そ
百

七
十
社
、
大
学
・
高
校
・
高
専
は
同
二
十

五
校
と
な
る
予
定
で
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん
で
も
ら
う

の
が
大
き
な
狙
い
で
す
。
自
社
の
技
術
・

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
他
社
に
知
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
他
社
に
つ
い
て
も
知
識
を

深
め
る
こ
と
に
よ
り
取
り
引
き
が
互
い
に

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
西
武
信
用
金
庫
の
事
業
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
担
当
二
百
人
が
取
り
引
き
先
を

誘
っ
て
商
談
に
結
び
つ
く
よ
う
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
す
る
の
が
こ
の
フ
ェ
ア
の

大
き
な
特
色
で
す
。

　

会
期
中
は
振
興
公
社
な
ど
支
援
機
関
が

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と
と
も
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
い
て
中
小
企
業
向
け
の
各
種
支

援
事
業
に
つ
い
て
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

（
７
月
１
日
）
▽
神
津
島
村
・
事
務
局
長

（
神
津
島
村
役
場
職
員
）
清
水
数
馬
▽
西

東
京
・
補
助
員
（
新
規
採
用
）
古
屋
み
ゆ

き
▽
瑞
穂
町
・
記
専
（
新
規
採
用
）
熊
田

永
（
８
月
１
日
）
▽
稲
城
市
・
記
専
（
新

規
採
用
）
鷲
尾
博
之

【
退
職
】（
６
月　

日
）
西
東
京
・
補
助
員

３０

宍
戸
克
己
、
瑞
穂
町
・
記
専
市
野
裕
美

（
７
月　

日
）
稲
城
市
・
記
専
田
中
笑
子

３１

「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」 

　
で
桂
会
長
が
鋏
み
入
れ

　
で
桂
会
長
が
鋏
み
入
れ 

　
　
振
興
公
社
の
愛
称
が
ア
ス
プ
ラ
ザ
に

　
　
振
興
公
社
の
愛
称
が
ア
ス
プ
ラ
ザ
に 

「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」 

　
で
桂
会
長
が
鋏
み
入
れ 

　
　
振
興
公
社
の
愛
称
が
ア
ス
プ
ラ
ザ
に 

フェアの鋏み入れ（中央が桂会長）

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
が

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
が
　
　
　 

「
危
機
管
理
産
業
展
２
０
０
６
」

「
危
機
管
理
産
業
展
２
０
０
６
」 

10
月
24
日
か
ら
３
日
間

日
か
ら
３
日
間
　 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
が
　
　

「
危
機
管
理
産
業
展
２
０
０
６
」

10
月
24
日
か
ら
３
日
間

11
月
１
日
に
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア 

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
　
　
　
　  

　
　
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
産
業
活
性
化
協
会
な
ど 

11
月
１
日
に
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア 

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
　
　 

　
　 

　
　
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
産
業
活
性
化
協
会
な
ど 

人
事
交
流 

清水数馬
（神津島村）
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商
工
会
の
五
月
の
総
代
会
で
九
人
の
方

が
会
長
に
新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
九
人
の
新
任
会
長
に
①
私
の
力
点
（
会

長
と
し
て
力
を
入
れ
る
こ
と
）
②
「
私
は

余
暇
を
こ
う
過
ご
し
ま
す
」
③
「
私
は
健

康
に
こ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
」
④
私
の

大
好
物
―
を
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
会
員
さ
ん
か
ら

の
響
き
の
あ
る
相

互
関
係
強
化
、
会

員
増
強
、
行
政
と

の
連
携
強
化
、
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
。

②
畑
の
仕
事
（
気
分
転
換
）、
旅
行
、
ゴ

ル
フ
。

③
適
度
の
運
動
、
睡
眠
を
十
分
に
。

④
め
ん
類
、
特
に
ぶ
っ
か
け
う
ど
ん
、
納

豆
、
果
物
で
は
柿
。

①
中
央
線
の
高
架

立
体
交
差
、
武
蔵

小
金
井
駅
南
口
大

規
模
再
開
発
等
、

小
金
井
市
の
ハ
ー

ド
ウ
エ
ア
の
改
革
が
実
現
し
て
い
く
中
で

ソ
フ
ト
の
充
実
に
よ
る
街
づ
く
り
を
。

②
余
暇
は
殆
ん
ど
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

で
全
国
の
渓
を
さ
ま
よ
っ
て
い
ま
す
。

③
出
来
る
限
り
身
体
と
精
神
に
無
理
を
さ

せ
る
事
。

④
肉
類
、
魚
類
、
野
菜
等
、
そ
の
時
期
に

美
味
な
物
は
何
で
も
大
好
物
。
特
に
お
米
。

①
会
員
の
た
め
の

活
動
を
重
視
す
る

と
と
も
に
組
織
強

化
を
推
進
し
、
力

強
い
会
と
し
て
い

き
た
い
。

②
畑
仕
事
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

③
朝
起
き
る
時
、　

分
体
操
を
欠
か
さ
ず

１０

行
う
。

④
魚
（
お
さ
し
み
・
焼
き
魚
）。

①
東
京
都
並
び
に
調
布
市
と
共
に
経
営
支

援
事
業
の
積
極
的

推
進
と
地
域
経
済

活
性
化
、
商
工
業

者
へ
の
経
営
安
定

化
支
援
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

②
Ｊ
リ
ー
グ
の
サ
ッ
カ
ー
観
戦
。
庭
木
の

手
入
れ
。
読
書
。

③
早
寝
早
起
き
。

④
食
事
を
囲
み
な
が
ら
の
雑
談
。

①
現
場
第
一
主
義
、

知
恵
と
知
識
の
連

動
、
全
会
員
さ
ん

に
希
望
と
勇
気
を
、

自
ら
の
行
動
、
一

歩
の
前
進
。

②
仕
事
一
筋
で
商
品
開
発
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

③
良
く
眠
る
こ
と
。

④
マ
グ
ロ
の
赤
身
、
ト
ロ
ユ
バ
。

①
組
織
率
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
為

に
会
員
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
の
関
わ
り

合
い
を
強
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
工
会

の
認
知
度
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

９
商
工
会
 

　
会
長
紹
介

９
商
工
会
 

　
会
長
紹
介

日
野
市
商
工
会
会
長
 

　
　
　

井
上
　
敏
夫
氏
 

小
金
井
市
商
工
会
会
長
 

　
　
　

村
越
　
政
雄
氏
 

西
東
京
商
工
会
会
長
 

　
　
　

宮
川
　
一
三
氏
 

調
布
市
商
工
会
会
長
 

　
　
　

原
島
　
芳
一
氏
 

東
村
山
市
商
工
会
会
長
 

　
　
　

山
下
　
三
郎
氏
 

羽
村
市
商
工
会
会
長
 

　
　
　

向
笠
　
幸
雄
氏
 

●就業中／業務外を問わず、病気・ケガによる月々の所得を補償いたします。 

●保険料は一般加入より最大52％割安です。●最長1年間のロング補償です。 

●入院中はもちろん、自宅療養による休業や、天災が原因のケガによる休業も補償いたします。 

全国商工会経営者休業補償制度 
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い
ま
す
。

②
妻
と
二
人
で
買

い
物
に
出
か
け
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

③
休
日
の
早
朝
、多
摩
川
を
散
歩
し
、昼
に

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し 
ま 
す
。

④
「
と
ん
か
つ
」
で
す
。
脂
身
の
入
っ
た

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
ロ
ー
ス
か
つ
が
大
好
き
で
す
。

①
若
い
人
を
ど
ん

ど
ん
起
用
す
る
。

商
店
で
は
高
齢
化

が
進
み
、
商
店
街

の
元
気
が
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
力
で
商
工
会
の
活

性
化
を
図
り
た
い
。

②
ゴ
ル
フ
か
庭
の
手
入 
れ
を
し
て
い
ま 

す
。

③
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
の
で
、
日
中

は
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

④
運
動
で
は
ゴ
ル
フ
。
食
べ
物
は
肉
。
あ

と
若
い
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
で
す
。

①
財
政
基
盤
の
強
化
と
産
業
振
興
、
収
益

事
業
手
数
料
収
入

の
推
進
、
役
職
員

に
よ
る
全
会
員
事

業
所
巡
回
訪
問
、

若
い
人
材
を
活
用

で
き
る
委
員
会
の
設
置
。

②
ゴ
ロ
寝
、
ゴ
ル
フ
、
旅
行
、
海
釣
り
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ー
ダ
イ
ビ

ン
グ
。

③
身
体
を
動
か
し
汗
を
か
く
、
何
で
も
食

べ
る
、　

時
前
に
は
寝
る
、
ス
ト
レ
ス
を

１２

た
め
な
い
。

④
豆
腐
、
魚
類
、
キ
ム
チ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

酒
類
は
何
で
も
、
貝
類
、
ト
マ
ト
、
焼
き

鳥
。

①
少
し
で
も
会
員

に
役
立
つ
商
工
会

で
あ
る
こ
と
に
努

力
す
る
こ
と
。
商

工
会
財
源
確
保
の

た
め
の
収
益
事
業
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

大
型
店
出
店
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
メ
リ
ッ
ト

に
変
え
る
こ
と
。

②
読
書
で
寛
ぐ
こ
と
。

③
車
を
使
わ
ず 
出
来
る
だ
け
歩
く
こ
と
。

④
お
燗
で
日
本
酒
。

狛
江
市
商
工
会
会
長
 

　
　
　

栗
山
　
昇
　
氏
 

武
蔵
村
山
市
商
工
会
会
長
 

　
　
　

松
田
　
昭
男
氏
 

日
の
出
町
商
工
会
会
長
 

　
　
　

原
田
　
貞
男
氏
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問合せ先内容会場イベント名 日          程

しきね黒潮祭実行委員会
０４９９２・７・０３１２

釣り大会、温泉巡りツアーなど。９日（土）はメー
ンイベントとしてコンサート、出店、抽選会。式根島港周辺しきね黒潮祭１日（金）～

１０日（日）

９
月 

稲城市商店会連合会
０４２・３７７・１６９６各連が参加して阿波踊り大会京王読売ランド駅周辺第５回稲城阿波おどり大会２日（土）

JR東日本
駅からハイキング事務局
０３・５４４７・０９７３

梨のまち稲城　緑あふれる丘陵散策JR南武線矢野口駅集合JR駅からハイキング９日（土）

２００６東京都知事杯争奪サーフィ
ン大会実行委員会事務局
０４９９２・５・０２８４

サーフィン・ボディボード・ロングボードの６ク
ラスで実施。小、中学生体験サーフィンスクー
ルも同時に開催。

東京都新島村
羽伏浦海岸

NSA公認
２００６東京都知事杯争奪
サーフィン大会 

９日（土）～
１０日（日）

インターナショナルフェア実行
委員会（福生市商工会内）

０４２・５５１・２９２７

国際色豊かな模擬店、豪華商品が当たるビンゴ
ゲーム、地元出身ミュージシャンによるステー
ジ演奏など

福生駅東口ロータリー
及び西友駐車場及び国
道１６号（パレードのみ）

第１８回インターナショナ
ルフェア１０日（日）

小平商工会
０４２・３４４・２３１１親と子の上手なつき合い方小平福祉会館こだいらサミット１６日（土）

稲城市商店会連合会
０４２・３７７・１６９６市内の芸能自慢の方が競う稲城市中央文化セン

ター第２３回芸能大会１７日（日）

大島観光協会
０４９９２・２・２１７７

三原山周辺コースを設定し、３時間位をゆっく
り歩く三原山周辺敬老ハイキング２０日（水）と

２７日（水）

ふるさとまつり実行委員会
０４２・５５４・５５８１

各種団体による「よさこい・ソーラン踊り」を
披露小作駅東口駅前はむらふるさとまつり３０日（土）～

１０月１日（日）

武蔵村山市商工会
０４２・５６０・１３２７

①逸品カタログ発行
②買い物スタンプラリー市内参加店一店逸品運動１日（日）

　

月
１０

小平商工会サービス業部会
０４２・３４４・２３１１落語等伝統芸能ルネ小平中ホールサービス業まつり演芸大会２日（月） 

小平商工会福利厚生担当
０４２・３４４・２３１１ウォーキングイベント小平グリーンロードグリーンロードウォーキ

ング８日（日）

きよせ市民まつり実行委員会
０４２・４９２・５１１１

縁日、即売コーナー、青空バザール、轟轟戦隊ボウ
ケンジャーショー、市民企画のステージほか

清瀬駅北口けやきロー
ドきよせ市民まつり２００６８日（日）

小金井なかよし市民まつり
実行委員会

０４２・３８１・８７６５

クラシックカー展示、パレード、ウルトラクイ
ズ、フリーマーケット、バルーンリリース、
サッカーゲーム、ミニＳＬ、ステージショウ、
大道芸、展示即売など

小金井公園
第３４回小金井なかよし市
民まつり　風と緑と人
フェスタ

１４日（土）～
１５日（日）

国分寺朝市実行委員会
０４２・３２３・１０１１模擬店、フリーマーケット、農産物都立武蔵国分寺公園国分寺朝市１５日（日）

小平市民まつり実行委員会
０４２・３４１・１２１１パレード、模擬店あかしあ通り周辺第３１回小平市民まつり １５日（日）

武蔵村山市商工会
０４２・５６０・１３２７

狭山丘陵「村山郷」の歴史探訪！～昭和初期が
遺した軽便鉄道廃線跡と里山の自然にふれる～市内２００６武蔵村山市商工会

ウォーキングイベント２１日（土）

稲城市商工会
０４２・３７７・１６９６びっくり市、工業展ほか稲城市中央公園ほか第３６回産業まつり（Ｉの

まち市民まつり）
２１日（土）～
２２日（日）

武蔵村山市民まつり実行委員会
０４２・５６５・１１１１

デエダラボッチ山車の運行、フリーマーケット、
アトラクションほか旧日産村山工場跡地内武蔵村山市民まつり「村

山デエダラまつり」
２８日（土）～
２９日（日）

大島観光協会
０４９９２・２・２１７７

島内全域で釣った種類別の魚を検量し、順位を
決める。大島全域都民の大島磯釣大会２９日（日）

福生市商工会
０４２・５５１・２９２７

産業祭と健康まつりの同時開催。お買い得商品
卸売会や展示、模擬店アトラクション。健康ま
つりでは体力チェック、健康栄養相談。

福生市営野球場第１６回産業祭２９日（日）

多摩・島しょ 
地域のイベント 

大特集 Part11（9月－10月） 

インポートフェア
 in 福生
（今年からインター
ナショナルフェア）


